
描けぬ被災地医療

医
師
も
機
器
も
足
り
ず

移
り
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な

り
、
運
動
や
認
知
機
能
が
落
ち

る
人
が
増
え
て
い
る
。
寒
い
冬

に
は
、
そ
の
傾
向
が
強
ま
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
災
か
ら
半
年
。
医
療
機
関
は
診
療
を
再
開
す
る
も
、
課
題
　
一
心
配
さ
れ
る
。

　
　
－
‘
　
　
　
　
　
　
は
山
積
だ
。
医
師
不
足
が
進
み
、
受
診
す
る
の
に
不
便
な
状
態
　
一
　
医
療
機
関
を
受
診
し
に
く
い

　
　
　
’
Ｉ
　
　
　
　
　
　
が
続
く
。
十
分
な
医
療
や
ケ
ア
は
、
住
民
に
届
い
て
い
な
い
。
　
］
人
の
需
要
に
こ
た
え
よ
う
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盲
災
前
は
柴
だ
っ
た
女
川
町

年
間
６
０
０
件
近
い
お
産
が
Ｉ
お
産
の
需
要
が
ど
の
程
度
あ
る
一
が
、
今
は
病
院
間
で
連
携
し
て
一
立
病
院
は
1
0
月
、
1
9
床
の
診
療

あ
る
宮
城
県
気
仙
沼
可
お
産

環
境
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
「
初
め
て
の
お
産
で
す
ご
く

不
安
。
で
も
他
に
行
く
所
が
な

い
ん
で
す
」
。
同
市
の
吉
田
由

恵
さ
ん
（
2
9
）
は
５
日
、
市
立
病

院
を
受
診
し
た
。
堤
防
が
涙
れ

た
海
沿
い
の
道
を
運
転
し
、
車

で
片
道
3
0
分
か
け
て
通
う
。

　
年
約
３
５
０
件
あ
っ
た
市
立

病
院
で
の
お
産
は
、
約
２
５
０

件
を
受
け
て
き
た
市
内
の
森
産

婦
人
科
医
院
が
震
災
で
お
産
を

扱
え
な
く
な
り
１
・
５
培
に
増

え
た
、
常
勤
２
人
と
応
援
の
計

３
人
で
診
る
が
、
1
1
月
か
ら
は

応
援
が
週
３
日
程
度
に
な
る
。

　
震
災
前
、
常
勤
の
２
人
は
月

４
日
の
休
み
以
外
は
夜
も
常
に

呼
び
出
し
に
備
え
ぺ
２
人
が

入
る
帝
王
切
開
手
術
の
最
中
に

別
の
お
産
や
緊
急
事
態
が
あ
れ

ば
、
ど
ち
ら
か
が
抜
け
て
対
応

し
た
・
詐
弥
搬
智
久
・
産
婦
人

科
長
（
3
3
）
は
「
応
援
は
あ
る

が
、
常
勤
医
２
人
で
続
け
る
の

は
苦
し
い
。
医
師
不
足
の
根
本

的
解
決
が
必
要
」
と
話
す
。

　
一
方
、
お
産
の
再
開
を
目
指

す
森
医
院
の
森
良
一
郎
院
長

（
6
4
）
の
心
は
揺
れ
る
。
「
震
災

後
、
市
外
に
出
た
人
も
い
る
。

､岩手県宮古市､竹花敏朗撮影しは気分が晴れますj＝5日んなで体操をすると少

の
か
不
安
」
と
言
う
。

　
Ｃ
Ｔ
な
し
検
査
に
影

　
岩
手
県
大
槌
町
唯
一
の
病

院
、
県
立
大
槌
病
院
は
津
波
で

全
壊
し
た
。
６
月
末
、
現
在
の

プ
レ
ハ
ブ
の
仮
設
診
療
所
を
開

い
た
が
、
医
療
機
器
の
多
く
が

流
さ
れ
、
以
前
と
同
じ
検
査
が

で
き
な
い
。
中
で
も
、
短
時
間

で
骨
や
臓
器
を
画
像
化
で
き
、

脳
卒
中
や
腸
鼎
町
肺
が
ん
な

ど
の
病
気
が
わ
か
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
断
層
撮
影
（
Ｃ
Ｔ
）
装

置
の
不
在
は
大
き
い
。

　
　
「
頭
痛
を
訴
え
る
愚
者
に
頭

痛
薬
を
出
す
だ
け
で
帰
し
て
よ

い
か
。
ク
モ
膜
下
出
血
が
隠
れ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
。
黒

田
継
久
医
師
は
言
う
。
Ｃ
Ｔ
を

受
け
る
に
叫
隣
の
市
に
あ
る

搾

医

は
「
地
元
で
Ｃ
Ｔ
の
診
断
が
で

き
る
と
、
安
心
感
が
全
然
違

う
」
と
い
う
。

　
県
医
療
局
に
よ
る
と
、
大
槌

を
含
め
全
壊
し
た
県
立
３
病
院

へ
Ｃ
Ｔ
を
再
配
備
す
る
予
定
は

今
の
と
こ
ろ
な
い
。
国
の
補
助

は
、
建
物
の
建
設
費
を
含
め
３

１
０
０
万
円
。
Ｃ
Ｔ
の
設
置
に

は

も
ら
う
し
か
な
い
」
と
話
す
。

　
行
き
場
な
い
患
者
も

　
被
害
が
小
さ
か
っ
た
医
療
機

関
や
介
護
施
設
に
患
者
が
集
中

す
る
中
、
行
き
湯
の
な
い
人
も

目
立
っ
て
き
た
。

　
宮
城
県
女
川
町
立
病
院
に
よ

る
と
、
一
人
暮
ら
し
の
8
0
代
女

性
が
６
月
、
脱
水
症
状
に
な
り

受
診
し
た
。
３
日
前
か
ら
食
事

を
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
不
便
な
場
所
の
仮
設
住
宅
に

所
に
転
換
。
医
師
ら
が
仮
設
住

宅
な
ど
を
巡
回
診
療
し
て
い
く

と
い
う
。
斎
藤
充
院
長
は
『
医

療
が
必
要
な
人
を
待
つ
の
で
は

な
く
見
つ
け
に
行
く
左
話
す
。

　
急
性
期
の
治
療
が
終
わ
れ
ば

通
常
は
療
養
型
の
病
院
や
介
護

施
設
に
移
る
。
だ
が
移
り
先
も

被
災
し
修
復
が
終
わ
っ
て
い
な

い
自
宅
に
戻
る
患
者
も
い
る
。

安
心
で
き
る
環
境
と
は
言
え
ず

介
護
す
る
家
族
の
負
担
も
大
き

乃
Ｑ

し

一
　
被
災
地
の
医
療
ニ
ー
ズ

　
震
災
直
後
、
避
難
所
で
は
糖

尿
病
な
ど
病
気
が
あ
っ
た
患
者

へ
の
薬
の
処
方
が
求
め
ら
れ

ぺ
寝
た
き
り
に
な
る
お
年
寄

り
が
目
立
ち
、
床
ず
れ
も
増
え

た
。
Ｉ
週
間
ほ
ど
だ
つ
と
、
ほ

こ
り
な
ど
が
原
因
の
気
管
支
炎

や
肺
炎
、
感
染
症
な
ど
の
訴
え

も
増
え
た
。
数
力
月
だ
つ
と
、

要
数
つ
く
り
、
必
要
な
医
療
機

器
を
配
備
す
る
。
優
先
順
位
を

つ
け
、
あ
ら
ゆ
る
お
金
を
使
っ

て
整
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
。

医
療
チ
ー
ム
の
支
援
は
縮
小
傾

向
だ
。
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
医

の
薬
を
の
み
続
け
て
い
る
。

　
町
の
中
心
部
に
あ
っ
た
自
宅

は
津
波
に
湾
さ
れ
、
避
難
所
の

公
民
館
へ
。
仮
設
住
宅
に
移

り
、
で
か
け
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
尽
歩
数
計
で
測
る
穴

歩
数
は
上
巳
に
約
6
0
歩
。
避
難

所
に
い
た
時
の
３
分
の
Ｉ
だ
。

甲
谷
さ
ん
は
「
医
師
に
は
も
っ

（
南
宏
美
、
辻
外
記
子
）

圀漂に〉

……UIUI鮨E⊇
』涵鰹）

血
液
や
心
電
図
な
ど
の
検
査
も

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

介
護
に
疲
れ
る
人
や
、
仮
設
住

宅
に
移
り
運
動
不
足
や
孤
立
が

ち
の
人
が
増
え
、
孤
独
死
の
増

加
も
心
配
さ
れ
る
。
秋
以
降
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
ワ
ク

チ
ン
を
ど
の
よ
う
に
接
種
し
て

い
く
か
も
課
題
だ
。

Ｗ

て 　
―
－
－
－
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ

い
く
仕
組
み
を

つ
く
り
た
い
。
介
護
の
需
要
も

高
ま
っ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
だ
け
で
な
く
、
介
護
関
係
者

を
面
用
し
、
根
付
い
て
も
ら
う

仕
組
み
も
求
め
ら
れ
る
。

と
運
動
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
て

い
る
け
れ
ど
、
知
ら
な
い
人
ば

か
り
だ
し
、
無
理
し
て
転
ん
だ

ら
迷
惑
に
な
る
］
と
悩
ん
で
い

る
。
　
宮
城
県
東
松
島
市
の
今
野
シ

ズ
エ
さ
ん
（
6
9
）
は
５
月
に
仮
設

住
宅
に
入
居
後
、
不
眠
と
高
血

圧
に
な
っ
た
。
食
欲
も
な
く
な

無
力
感
で
不
眠
・
だ
る
さ

　
　
復
興
が
進
む
中
、
張
り
つ
め
て
い
た
気
持
ち
　
　
　
心

－
仏

式
巡
り
匹

匹
づ
い
ニ

ー
　
　
　
　
　
　
の
は
正
常
な
反
応
だ
と
ご
心
の
ケ
ア
の
取
り
組
み
が
続
く
。

　
　
［
こ
れ
以
上
、
頑
張
る
力
が

出
せ
ま
せ
ん
］

　
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
主
婦

（
5
2
）
は
８
月
下
旬
、
気
仙
沼
市

立
病
院
の
「
震
災
後
ス
ト
レ
ス

外
来
」
を
受
診
し
た
。

　
自
宅
は
無
事
だ
っ
た
が
、
夫

（
5
7
）
が
働
い
て
い
た
水
産
加
工

揚
が
津
波
で
流
さ
れ
、
職
を
失

っ
た
。
「
も
っ
と
ひ
ど
い
状
況

の
人
が
た
く
さ
ん
い
る
≒
そ

う
言
い
聞
か
せ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
力
を
入
れ
た
。
震
災

の
話
に
な
る
と
聞
き
役
に
回

り
、
弱
音
は
吐
か
な
か
っ
尽

　
だ
が
震
災
の
ス
ト
レ
ス
ド

少
し
ず
つ
体
を
む
し
ぱ
ん
だ
。

職
探
し
に
本
腰
を
入
れ
な
い
夫

に
イ
ラ
イ
ラ
し
、
け
ん
か
が
増

え
尽
体
が
だ
る
く
な
り
、
不

安
惑
や
息
苦
し
さ
に
襲
わ
れ
、

手
足
も
震
え
出
し
な
［
自
分

が
ス
ト
レ
ス
か
ら
体
調
を
崩
す

と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
芯
］

　
問
市
の
4
0
代
の
女
性
は
自
宅

を
失
い
、
夫
と
中
学
生
の
長
男

と
近
く
の
実
家
に
避
難
し
尽

６
月
ご
ろ
か
ら
影
敦
な
気
分
が

６
月
こ
ろ
か
ら
優
儒
ね
蜀
句
が
一

続
き
、
不
服
に
。
７
月
下
旬
に
Ｉ

ｉ’り
２
♂
や
せ
た
。
７
月
に
血
圧

を
測
る
と
、
震
災
前
１
２
０
ほ

ど
だ
っ
た
鍛
高
血
圧
が
１
７

５
．
血
液
検
査
を
す
る
と
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
も
高
く
、
薬
を
の

み
始
め
た
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
Ｉ

た
食
事
を
心
が
け
て
い
る
が
、
・

野
菜
が
不
足
し
て
し
ま
う
フ

　
「
週
１
度
は
バ
ス
に
乗
っ
て
ス

ー
パ
ー
に
行
く
け
れ
ど
野
菜
は

重
く
て
た
く
さ
ん
買
え
な
い
」

と
話
す
。

　
　
「
ひ
ざ
や
腰
が
痛
い
」
。
同

市
の
仮
設
住
宅
で
、
一
人
暮
ら

し
の
女
性
（
8
0
）
は
訴
え
る
。
玄

関
前
に
約
2
0
想
の
階
段
が
あ

り
、
何
度
か
転
ん
だ
。
震
災
前

初
め
て
外
来
を
受
診
し
、
今
ち

通
院
が
続
く
。

　
　
迢
災
後
ス
ト
レ
ス
外
来
］

吽
東
北
大
学
病
院
の
協
力
で

５
月
に
設
置
さ
れ
勺
日
本
心

身
医
学
会
が
派
遣
す
る
医
師
が

毎
週
交
代
で
診
察
す
る
。

　
東
北
大
学
病
院
心
療
内
科
の

遠
藤
由
香
助
教
は
「
患
者
は
診

察
を
重
ね
る
ご
と
に
症
状
が
軽

く
な
っ
て
い
る
」
。
患
者
数
は

Ａ

そ

る

と
い
う

増
え
る
傾
向
に
あ

除
七
款
・
心
庭
内

科
長
は
「
時
間
と
と
も
に
、
精

神
的
な
無
力
感
が
前
面
に
出
て

く
る
。
早
め
の
手
当
て
か
必

要
」
と
話
す
。

　
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト

　
震
災
は
、
子
ど
も
の
心
に
も

影
を
落
と
す
。
岩
手
県
教
育
委

員
会
は
「
い
わ
て
子
ど
も
の
こ

こ
ろ
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
を
股

流
し
、
各
校
で
心
の
サ
ポ
ー
ト

授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
同
県
山
田
町
の
船
越
小
学
校

で
吋
授
業
や
日
々
の
面
談
を

通
じ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
や
、
３

災
後
に
起
こ
り
や
す
い
心
の
反

　
三
Ｊ

授魂の最後などにストし･ンチをして

気分を和らげる＝８月S1日、岩手県

山田町の船越小学校、越谷晋吾撮影
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応
な
ど
を
教
え
て
い
る
。

　
震
災
当
日
。
児
童
は
裏
山
を

駆
け
上
っ
て
津
波
を
逃
れ
、
近

く
の
民
家
で
一
夜
を
萌
か
し

た
。
校
舎
は
津
波
で
壊
れ
、
仮

校
舎
で
の
授
業
が
続
く
。
佐
々

木
道
雄
校
長
に
よ
る
と
、
約
３

割
の
家
が
被
災
し
、
親
を
亡
く

し
た
子
も
複
数
い
る
と
い
ｖ
ス

　
児
竃
の
異
変
に
気
づ
く
た
め

　
「
眠
れ
ま
す
か
」
フ
う
ィ
ラ

し
ま
す
か
Ｉ
な
ど
五
つ
の
質
問

の
答
え
を
点
数
化
し
て
い
る
。

片
桐
啓
一
教
諭
（
4
8
）
に
よ
る

と
、
５
年
生
の
湯
八
『
―
・
２

点
↓
１
・
９
点
↓
２
・
８
点

と
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
症
状

を
訴
え
る
子
が
増
え
勺

　
　
「
授
業
の
効
果
で
『
こ
う
い

う
症
状
が
出
る
の
も
当
た
り
前

な
ん
だ
』
と
、
表
現
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。

４
ヽ
、
５
月
は
休
む
子
も
い
た

が
、
夏
休
み
明
け
は
全
員
登
校

出
来
て
う
れ
し
い
］
と
話
す
。

　
福
島
県
で
は
、
日
本
ユ
ニ
セ

フ
協
会
の
支
援
を
受
ぺ
県
臨

床
心
理
士
会
が
乳
幼
児
の
心
の

ヱ
少
を
続
け
て
い
る
．

．
司
会
の
東
日
本
大
震
災
対
策

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
成
井
香

．
苗
さ
ん
に
よ
る
と
、
原
発
事
故

の
影
響
で
外
遊
び
が
で
き
ず
、

自
利
口
和
則
勺

　
　
（
佐
藤
建
仁
、
岡
崎
明
子
）

母
親
を
か
む
な
ど
情
緒
的
に
不

安
定
な
子
が
増
え
て
き
た
と
い

う
。
　
武
蔵
野
大
学
の
藤
森
和
美
教

授
（
災
害
臨
床
心
理
学
）
は

　
「
震
災
か
ら
半
年
が
た
ち
、
身

辺
が
落
ち
俯
く
に
つ
れ
僣
み
も

現
実
的
に
な
っ
て
く
る
。
公
的

機
関
が
長
期
支
援
で
き
る
態
勢

は
、
診
療
所
に
週
１
度
通
い
、
筝
を
超
し
て
い
尽
「
悪
玉
」

ひ
ざ
や
腰
に
痛
み
止
め
の
注
射
］
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

を
打
っ
て
い
尽
だ
が
今
、
診

療
所
へ
行
く
に
は
車
で
片
道
2
0

分
か
か
る
。
親
類
ら
に
車
を
出

し
て
も
ら
う
の
は
悪
い
と
、
半

年
近
く
も
受
診
し
て
い
な
い
。

痛
み
は
増
す
一
方
べ

　
血
圧
「
掲
超
」
が
６
割

　
岩
手
医
科
大
が
３
月
末
か
ら

３
ヵ
月
間
、
釜
石
、
宮
古
、
大

船
渡
、
大
槌
、
山
田
の
５
市
町

で
4
0
歳
以
上
の
１
４
０
０
人
命

を
対
象
に
調
査
す
る
と
、
鏝
高

血
圧
が
１
４
０
を
超
す
高
血
圧

一 - ･ － - ･ 一

¥
u
i
l
％
　
　
l
s

1
1
4
j
一
ｒ
ｊ
７
ｕ

の
人
は
6
0
％
。
2
7
％
は
、
Ｌ
６
一

１
４
０
を
超
す
、
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
人
は
引
一
％
だ
っ
芯

　
寺
山
靖
夫
教
授
は
「
血
圧
は

以
前
よ
り
1
0
以
上
碕
い
人
が
目

立
っ
た
」
と
話
す
。
カ
ッ
プ
ラ

ー
メ
ン
な
ど
塩
分
が
多
い
保
存

食
中
心
の
食
事
や
ス
ト
レ
ス
、

運
動
不
足
な
ど
が
高
血
圧
の
原

因
と
み
ら
れ
る
。
高
血
圧
の
傾

向
は
、
今
も
続
い
て
い
る
。
脳

卒
中
に
な
り
や
す
く
な
る
た

め
、
専
門
家
は
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
や
軽
い
運
動
を
勧
め
て

い
る
。

　
　
（
日
高
奈
緒
、
佐
藤
建
仁
）

台
約
５
千
万
円
か
か
る
。
担
当

者
は
「
必
要
な
の
は
わ
か
る

Ｉ

Ｉ

　
優
先
順
位
つ
け
整
備
を

　
里
見
進
・
東
北
大
病
院
長
の

話
被
災
か
ら
１
年
ほ
ど
を
し

の
ぐ
た
め
の
最
低
限
の
整
備
が

急
務
だ
。
仮
設
の
診
療
所
を
必

避
難
生
活
崩
れ
る
体
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
へ
。
環
境
の
変
化
や
偏
っ
た
巣

即
巨
　
　
・
　
　
　
養
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
原
因
で
、
健
康
だ
っ
た
人
に
や
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
を
崩
す
人
が
増
え
て
い
る
。

　
　
「
ド
ク
ド
ク
≒
岩
手
県
大

槌
町
の
仮
設
佳
宅
で
一
人
暮
ら

し
八
郷
拶
栄
子
さ
ん
（
弓
は
避

難
所
か
ら
移
っ
た
直
後
の
７
月

中
旬
こ
犀
や
急
な
め
ま
い
が

始
ま
っ
た
。
近
く
の
病
院
で
血

圧
を
厠
る
と
、
最
高
血
圧
は
１

５
０
以
上
。
血
圧
を
下
げ
る
藁

を
処
方
さ
れ
た
。
愕
２
種
類
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